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本論文は 6章から構成されている。  
 









































の変換効率は 14.4％に達成し、従来の Spiro- OMeTADを用いた場合の変換効率
（ 15.0％）とほぼ同レベルであることを示している。さらに、BTPA-6を用いた場
合のペロブスカイト太陽電池の安定性は Spiro-OMeTADを用いた場合のペロブス
カイト太陽電池の安定性よりいい結果を報告している。  
 
第 6章では本研究の結論と研究展望に関する記述であり、今後量子ドット太陽
電池とペロブスカイト太陽電池のさらなる高効率化と安定化の実現のための手
法を記述している。  
 
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認
める。  
